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「
ひ
な
展
」
の
ご
案
内

歴
史
民
俗
関
係
書
籍
頒
布
の
ご
案
内

　

３
月
３
日
は
ひ
な
祭
り
で
す
。
女
の
子

の
成
長
を
祝
っ
て
行
わ
れ
る
こ
の
行
事
に

ち
な
ん
で
、
明
治
か
ら
大
正
期
の
雛
・
木

目
込
み
雛
な
ど
多
数
の
雛
人
形
を
展
示
し

ま
す
。

　

ま
た
、
ひ
な
祭
り
に
ふ
さ
わ
し
い
軸
な

ど
も
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

■
展
示
期
間

　

２
月
11
日（
祝
）～
３
月
13
日（
日
）

■
場
所　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

�

企
画
展
示
室

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

℡
２
２
―
５
３
７
３

　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
揖
斐

川
町
の
歴
史
や
民
俗
に
関
わ
る
以
下
の
書

籍
を
頒
布
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
お
求
め
く
だ
さ
い
。

・
揖
斐
川
町
史
追
録
編　
　

�

１
５
０
０
円

・
揖
斐
川
町
の
文
化
財　
　

�

１
５
０
０
円

・
揖
斐
川
町
の
生
活
用
具　

�

１
０
０
０
円

・
揖
斐
川
町
の
祭
り
と
踊
り�

１
０
０
０
円

・
い
び
川
の
む
か
し
話　
　
　

�

５
０
０
円

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

℡
２
２
―
５
３
７
３

長
年
の
交
通
安
全
啓
発
活
動
に
対
し
て

揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
感
謝
状

　

揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
数
十

年
前
よ
り
地
域
内
の
交
通
安
全
の
啓
発
の

た
め
、
団
員
が
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
町

内
の
公
共
施
設
に
掲
示
す
る
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
に
対
し
て
、
岐
阜
県
警
よ
り

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
贈
呈
式
は

12
月
10
日
に
揖
斐
警
察
署
で
行
わ
れ
、
杉

江
署
長
か
ら
は
「
皆
さ
ん
の
活
動
が
、
確

実
に
事
故
を
減
ら
し
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
活
動
を
続
け
て
く

だ
さ
い
。」
と
参
加
し
た
団
員
に
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
は
「
ぼ

く
た
ち
の
ポ
ス
タ
ー
が
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
る
役
に
立
っ
て
う
れ
し
い
で
す
。」

「
み
ん
な
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
ポ
ス
タ
ー
を
描
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
交
通
安
全
に
気
を
付
け
て
、
そ

し
て
町
か
ら
交
通
事
故
が
な
く
な
る
よ

う
協
力
し
た
い
で
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
山
本
本
部
長

は
「
過
分
な
ご
評
価
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
安
全
で
安
心
な
環
境
を
作
る
目
的
で

実
施
さ
れ
た
活
動
が
続
け
ら
れ
た
こ
と

は
、
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
が
温
か
く

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。」
と
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者

激
励
会
・
報
告
会

　

各
種
大
会
に
出
場
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
激

励
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
上
位
に

入
賞
さ
れ
た
選
手
の
報
告
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

【
東
海
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
】

　

揖
斐
川
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん

【
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会
】

　

大
垣
商
業
高
校
３
年　

大お
お

西に
し
ひ
か
る
さ
ん

【
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
抜
優
勝
大
会
】

　

美
濃
加
茂
高
校
３
年　

中な
か

村む
ら

優ゆ
う

樹き

さ
ん

　

美
濃
加
茂
高
校
３
年　

中な
か

島し
ま

祥し
ょ
う

吾ご

さ
ん

　

美
濃
加
茂
高
校
１
年　

赤せ
き

土ど

裕ゆ
う

典す
け

さ
ん
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公

民

館

活

動

☆
北
方
公
民
館

《
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
》

　

◆
日
時　

２
月
６
日（
日
）
９
時
～

　

◆
場
所　

北
方
小
学
校
体
育
館

☆

永
公
民
館

《
第
４
回
家
庭
教
育
学
級　

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
》

　

◆
日
時　

２
月
６
日（
日
）９
時
～
11
時

　

◆
場
所　

永
公
民
館

《
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
》

　

◆
日
時　

２
月
13
日（
日
）９
時
～
12
時

　

◆
場
所　

揖
斐
川
健
康
広
場

☆
小
島
公
民
館

《
に
こ
に
こ
学
級昔

な
が
ら
の
お
や
つ
作
り
》

　

◆
日
時　

２
月
15
日（
火
）
10
時
～

　

◆
場
所　

小
島
公
民
館

《
家
庭
教
育
学
級　

あ
っ
た
か
家
族
時
間

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
》

　

◆
日
時　

２
月
19
日（
土
）18

時
30
分
～

　

◆
場
所　

岐
阜
ス
プ
リ
ン
グ
レ
ー
ン
ズ

☆
谷
汲
公
民
館

《
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
》

　

◆
日
時　

２
月
11
日（
祝
）

　

・
軽
ス
ポ
ー
ツ
体
験　

19
時
～
20
時

　
　

※
子
ど
も
対
象

　

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

20
時
～
21
時
30
分

　

◆
場
所　

谷
汲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

《
竹
プ
ラ
ン
タ
ー
作
り
》

　

◆
日
時　

２
月
13
日（
日
）

９
時
30
分
～
11
時

　

◆
場
所　

谷
汲
文
化
会
館　

１
階

中
会
議
室

　

美
濃
加
茂
高
校
１
年　

高た
か

橋は
し

駿し
ゅ
ん

輔す
け

さ
ん

　

岐
阜
女
子
高
校
２
年　

野の

原は
ら

利り

江え

さ
ん

【
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
等
】

　

小
島
小
学
校
５
年　

橋は
し

本も
と

侑ゆ
き

奈な

さ
ん

　

谷
汲
小
学
校
４
年　

高た
か

木ぎ

こ
の
み
さ
ん

【
全
国
高
等
学
校

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

　

岐
阜
工
業
高
校
２
年　

鬼き

頭と
う

孝た
か

明あ
き

さ
ん

　

岐
阜
工
業
高
校
２
年　

松ま
つ

岡お
か

悠ゆ
う

斗と

さ
ん

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ジ
ュ
ニ
ア

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
】

　

個
人
の
部　

準
優
勝　

　

揖
斐
川
中
学
校
２
年　

立つ
い

木き

雅ま
さ

也や

さ
ん

※�

立
木
さ
ん
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ

ル
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
全
国
少
年
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会
】

　

フ
ル
ー
レ
女
子　

団
体
の
部　

準
優
勝

　

揖
斐
川
中
学
校
１
年　

高た
か

橋は
し　

杏
あ
ん
ず
さ
ん

【
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交
流
大
会
】

　

揖
斐
郡
剣
道
少
年
団

選
抜
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん
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ランナーの皆さんへ
走る人に感動しました!

　いびがわマラソンを支えてくださるのはボランティアそして、大応援団の皆さんです。当日、ボランティアとして、
また応援で参加した小中学生の皆さんから、ランナーへの手紙が届きました。一生懸命頑張る姿は、子どもたちに何
かを伝えたようです。いただいた感想や絵は、ランナーの皆さんに伝えていきたいと思います。大会にご協力いただ
いた皆さんありがとうございました。他にもホームページで紹介していますので、ご覧ください。

いびがわマラソンで走っていたみなさんを見ていて、すご
いと思いました。ハーフとフルで走っている人が、すごい
ゆうきを出して、走っていていいと思いました。私はすご
いいい思い出ができました。私もがんばろうと思いました。
� 北方小2年男子

『がんばれ！』と大きな声で応援すると笑顔をむけてくれた
り、一生懸命に走ってくださったり、わざわざハイタッチ
をしてくださったり私はとてもうれしかったです。がんばっ
て走っている中、元気をふりまいてもらっている感じでし
た。ゴールまで走ってくれていたらうれしいです。
� 坂内小４年女子

私はランナーの方の表情を見ていました。笑顔で走ってい
る方もたくさんみえました。苦しそうな表情の方もたくさ
んみえました。そんな人でもあきらめずに走っている姿が
とてもかっこいいと思いました。給水所で水を受け取る時、
笑顔で「ありがとう」と言われ、私も力をいただきました。
最後まで走りきった方も、完走はできなかった方もみなさ
んお疲れさまでした。� 春日中２年女子

小さいころからいびがわマラソ
ンを見て、いろんな人の応援を
してきました。全国から、このい
びがわマラソンに走りにきてもら
えてうれしいし、みんな（ランナー
の人たち）が一生懸命走ってい
る姿を見ていると、自分もここか
ら頑張ろうと、とても元気が出
てきます。これからもいびがわ
マラソンにでて、みんなに笑顔
を与えてほしいと思ったし、１回
でおわらず来年のいびがわマラ
ソンではタイムを縮められるよ
う日々の練習をがんばってくださ
い。� 揖斐川中１年女子

いびがわマラソン、おつかれさまでした。42.195kmは想
像を絶する苦しさだと思います。そんな苦しさの中で、み
なさんは、応援をする私たちに笑顔で返してくれたり、「あ
りがとう」と言って下さいました。私はその笑顔や言葉を
うけて、とても心が温かくなりました。また必死に走る皆
さんの姿を見て、自然と声が出るようになりました。私が
ランナーのみなさんから学んだことは「つらくても気持ち
を持って少しずつでも前にすすむこと」と「つらいときに
も人を思いやること」の大切さです。本当にありがとうご
ざいました。� 谷汲中１年女子

がんばってはしってたよ。タッチ
してくれてありがとう。たくさん、
はしってくれて、ありがとう。ニ
コニコはしってくれて、ありがと
う。� 清水小１年女子

今日は急いでいるのにタッチしたり、「ありがとう」と言っ
てくださってありがとうございました。わたしがいびが
わマラソンに出れるようになったら出たいと思いました。
42kmぐらい走るのってすごいですね。
� 谷汲小3年女子

私はハイタッチや「がんばって」と応援すると多くの人が
「ありがとう」や「がんばるね」と返して笑顔で走ってくれ
たので、とても嬉しかったです。応援してランナーのみな
さんも喜んでくれたと思うし、私も嬉しくて気持ちよかっ
たです。お疲れさまでした。また、来年もいびがわマラソ
ンに来て頑張って下さい。� 大和小6年女子

今年のいびがわマラソンで、私はランナーの方にスポーツ
飲料を配っていました。初めてだったので、最初は楽にで
きるんじゃないかと思っていました。しかし、やってみると
休んでいる暇も無いくらい大変でした。途中であきらめてし
まおうと思いました。だけどあきらめずに、どんどん走って
いくランナーの方の顔を見ると、自分だけがつかれている
わけじゃない、私もがんばらなくてはと思い、最後までが
んばりました。いびがわマラソンでは、学ぶことがたくさん
あるなと思いました。� 久瀬中２年女子

ランナーの皆さん、お疲れさまでした。皆さんは、この日
のためにたくさん練習したんだと思います。そしてたくさ
んの方（北海道から鹿児島までの方）が参加をして走りまし
た。皆さんは走るだけでなく、ゴミもしっかりゴミ箱に入
れていただき、ごみ拾いがとても楽に済ますことができま
した。来年もがんばって下さい。� 北和中２年男子

ランナーのみなさん完走おめでとうございます。私は応援
に行くことができず残念でした。しかしゴールされた方々
を見たときにみなさんがすがすがしい顔をしていたので
ビックリしました。アップダウンの激しい42.195kmも
走ったのにすがすがしい顔だったので私も学校のマラソン
大会を頑張らなくてはと思いました。みなさん優しい笑顔
で頑張る力を教えてくださってありがとうございました。
� 坂内中３年女子

揖斐小 6年女子

小島小 2年女子

久瀬小 5年男子

小島小 2年男子

春日小２年女子
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平成２２年度　家族の一行詩優秀作品を紹介します！
揖斐川町青少年育成町民会議主催で、家族の一行詩を募集しました。合計 2,399 作品の応募があり、
その中で、100作品を選出しました。今月号では 51作品を紹介します。（敬省略･学年あいうえお順）

養基小学校６年　　　　　　　　　　　　　「家族へのありがとう」
　　お母さんいつもいろいろありがとう。これからは、自分でできることは自分でやるからね。ありがとう。
谷汲中学校１年　　　神原　悠翔　　　　　「お父さん」
　　仕事を手伝って分かったお父さんの大変さ。いつも家族のためにありがとう、また手伝いさせてね。
西濃学園中学校１年　木原　聡一　　　　　「今日をくれた人にありがとう」
　　すばらしい　今日をくれたお母さんお父さん　そんなお母さんお父さんが大好きだ。
北和中学校１年　　　辻　依里香　　　　　「おばあちゃんの励ましの言葉」
　　部活に行く時に、いつもおばあちゃんが言ってくれる励ましの言葉。とてもうれしいです。
春日中学校１年　　　藤原　玄揮　　　　　「家族でみんな、生きている」
　　ぼくは一人で生きていない。家族みんなで生きている。家族の絆で生きている。
揖斐川中学校２年　　小椋　美沙　　　　　「大切な家族」
　　最近つくづく思うよ。家族がいるから私は幸せなんだって…。ありがとう。これからもよろしくね。
揖斐川中学校２年　　鳥居　沙葵　　　　　「生まれる絆」
　　家族の絆は、食事・会話・遊びを家族全員で楽しみ、笑顔があふれ出すことで生まれる。
揖斐川中学校２年　　細野　恵未奈　　　　「祖父母へ」
　　「お嫁に行くのを見届けたい」と口癖の様に言うけれど、その元気なら大丈夫だよ。
揖斐川中学校２年　　松波　有紗　　　　　「家族へ」
　　楽しいことがあると一緒に喜び合う、悲しいことがあるとじっと聞いてくれる、家族がいて良かった。　
谷汲中学校２年　　　松野　友香　　　　　「ありがとう」
　　ありがとう。いつもわたしを支えてくれる家族のみんな。家族は、わたしの宝物。
谷汲中学校２年　　　山岸　誠也　　　　　「三つ星レストラン」
　　家族みんなで食べた、ある日の晩ご飯。まるで都会で食べる三つ星レストラン。
北和中学校２年　　　渡辺　あか音　　　　「　絆　」
　　たくさんの会話、たくさんの思い出、たくさんのケンカ、全部家族の絆の証だよ。
坂内中学校３年　　　今枝　愛理　　　　　「お母さんへ」
　　お母さんが写真を撮ってくれるから、それ見て笑っていられるね。これからも思い出を撮ってね。
坂内中学校３年　　　田中　しおり　　　　「ありがとう」
　　いつも一生懸命働いてくれてありがとう。そんなお父さんお母さんの背中いつも見てます。
谷汲中学校３年　　　神原　芽依　　　　　「両親へ」
　　もう寝たらとお父さん、早く起きてとお母さん。いつも私のためにありがとう。
揖斐川中学校３年　　宗宮　沙弥香　　　　「お母さん」
　　お父さんが亡くなってから家庭を支えるため１人でがんばってるお母さん。私も手伝っていくよ。
久瀬中学校３年　　　高橋　一平　　　　　「家族の絆」
　　嬉しい時、悲しい時、失敗した時、ほめられた時、心配な時、迷った時、家族のだれかの声を聴く。
久瀬中学校３年　　　高橋　眞美　　　　　「我が家は明るい」
　　いつまでも、やむことのない笑い声、我が家のムードは上昇中。
北和中学校３年　　　若山　葵　　　　　　「家族という存在」
　　月に１度、赴任先から父が帰ってくる。その度に、家族の大切さが分かるんだ。
揖斐川中学校３年　　　　　　　　　　　　「おいしい食卓」
　　料理がそろうだけではおいしくない。５人の顔がそろうと料理はおいしく、ご飯が進む。
揖斐川中学校３年　　　　　　　　　　　　「ありがとう」
　　ありがとうと今伝えたい。いつも素直に言葉が出ないけど、感謝の気持ちであふれてる。ありがとう。
谷汲中学校３年　　　　　　　　　　　　　「家族の宝」
　　振り向けばいつも誰かが笑ってる、笑顔たやすな我が家の家訓。
北和中学校３年　　　　　　　　　　　　　「　母へ　」
　　数えきれないほどのわがままをきいてくれてありがとう。親孝行に飽きるまで元気でいて。
春日中学校３年　　　　　　　　　　　　　「あたたかいもの」
　　あたたかいご飯。あたたかい心づかい。いつも、あたたかいものをありがとう。
揖斐川中学校３年　　　　　　　　　　　　「お母さん、ありがとう」
　　夏休み。「家のことはまかせて！」とはりきったけれど…。改めて感じる、母の大変さ。
揖斐高等学校１年　　　ロッテの選手　　　　　「家族・自分のため」
　　いつまでも、自分の決めた仕事は、やり続けます。家族のために自分のために。
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揖斐高等学校１年　　　戦国ＢＡＮＡＮＡ　　　「家族にありがとう」
　　育ててくれてありがとう。しかってくれてありがとう。今ある私は家族のお陰。ありがとう。
揖斐高等学校１年　　　　　　　　　　　　　　「　言葉　」
　　前はなかった「いってらっしゃい」「おかえり」。今では当たり前になっているけど、とても嬉しい。
揖斐高等学校１年　　　バッファロー　　　　　「日常の中の隠れた思い」
　　いつもよく怒ってる。けれど、その怒った数だけ心配してくれていると分かってる。
揖斐高等学校３年　　　　　　　　　　　　　　「　笑顔　」
　　見るだけで、疲れのとれる家族の笑顔、まるで魔法みたいだね。
揖斐高等学校３年　　　ペンネーム　　　　　　「ありがとう」
　　高校に入ってから３年間、文句も言わずにお弁当を準備していてくれてありがとう。
揖斐高等学校３年　　　３次元のハルヒ　　　　「感謝の気持ち」
　　いつの日も支えてくれてありがとう。私もみんなを支えなきゃ。
揖斐高等学校３年　　　ぺんねーむ　　　　　　「ただいま」
　　玄関の、扉を開ければ「お帰り」と、疲れも吹っ飛ぶ母の笑顔。
揖斐高等学校３年　　　Ｙｕｒｉ　　　　　　　「　感謝　」
　　つらい時、苦しい時、悩んでる時、さりげない一言が私の心の支えになっています、ありがとう。
揖斐高等学校３年　　　水谷　紗耶霞　　　　　「　将来　」
　　いつもありがとうと言葉ではとても伝えられないから、頑張って行動で示します。ありがとう。
保護者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　笑顔　」
　　家族の笑顔が大好きで、自然と集まる部屋がある。今日はどんな話がまってるのかな ?!
保護者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「君たちの声」
　　「うるさいよ！」いつも言っちゃうけれど、聞こえないと本当は寂しいよ。君たちの騒ぐ声。
保護者　　　　　　　　Ｓｕｍｍｅｒ　　　　　「頑張ってる娘へ」
　　大変だけど、今は頑張るときです。厳しい事をたくさん言うけど、母は、あなたの応援団長です。
保護者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ノーＴＶ」
　　夏休み、母さんがＴＶの電源を切った。家族で過ごす時間と会話が増えてよかった。
保護者　　　　　　　　若原　知香　　　　　　「親の取り組み」
　　いい所も、悪いところも似てきたね。だからこそ手本になるようがんばるよ。それが私に出来る事。
保護者　　　　　　　　たこべい　　　　　　　「がんばっているきみへ」
　　あなたのおかげで忙しくなりました。勉強も部活もがんばっている姿を見て涙が出たよ。
保護者　　　　　　　　中原　　　　　　　　　「　手　」
　　寝ている時にふとさわってみる手、ギュッとにぎりかえし、幸せなぬくもりをかんじるよ。
保護者　　　　　　　　みーしーママ　　　　　「いつまでも川の字で」
　　家族みんなで川の字で寝る幸せ　あともう少しかな？そんなに急いで大きくならないでね！
保護者　　　　　　　　からまわりママ　　　　「ありがとう」
　　「やっておいたよ」、疲れた体に嬉しい声。あなた達も疲れているのに、いつもありがとう。
保護者　　　　　　　　マルクス００５　　　　「成長した娘へ」
　　１００回の ”ありがとう ”より、一瞬の貴女の笑顔がうれしい。娘よ、大きくなったな。
保護者　　　　　　　　ごちたんた　　　　　　「嬉しい食卓」
　　料理上手じゃないけれど、”おいしいね。”と笑顔で食べる夕ごはん。もっとお料理、頑張るね。
一　般　　　　　　　　片倉　ゆみ子　　　　　「朝の見送り」
　　「いってらっしゃぁい。きをつけてね」カタコト話す孫が覚えた、朝のお見送り。
一　般　　　　　　　　ＴＵＢＥＲＩＫＯ　　　「遠距離家族」
　　学校どうだった？ 部活は？ ご飯食べた？ 見えないから電話だけが頼りです。168ｋｍはやっぱり遠いね。
一　般　　　　　　　　75歳の青年　　　　　「家族へのありがとう」
　　妻よ、子よ。ありがとうの言葉は少ししか言わないけど、気持ちは泉のごとく湧いてるからね。
一　般　　　　　　　　水野　彰子　　　　　　「あなたたちの笑顔」
　　つかれても、あなたたちの笑顔があれば、大丈夫。それが私の元気の源。
一　般　　　　　　　　よしお　　　　　　　　「巣立ち」
　　希望抱き母の手離れていく我子の幼き日々を思うとき、うれしくもあり、さみしくもあり

氏名の記載を希望されなかった方は、氏名の記入がありません。※お詫びと訂正
　広報いびがわ１月号で、次の箇所に誤りがありました。ここに深くお詫びし、次のとおり訂正します。
　「平成 22年度　家族の一行詩優秀作品を紹介します！」（６ページ）
　正）揖斐小学校３年　小川　明莉　　　誤）揖斐小学校３年　小川　明梨

　「平成 22年度　家族の一行詩優秀作品を紹介します！」（６ページ）
　正）100 作品を選出しました。今月号では 49作品を紹介します。（敬省略・学年あいうえお順）
　誤）100 作品を選出しました。今月号では 50作品を紹介します。（敬省略・学年あいうえお順）
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中央公民館プチギャラリー
●揖斐川中50年のあゆみ	 展示団体 : 揖斐川中学校 PTA
	 展示期間 : 1月26日（水）～ 2月10日（木）
●絵手紙展	 展示団体 : たんぽぽ絵手紙クラブ
	 展示期間 : 2月12日（土）～ 2月24日（木）
●やまが工芸	 展 示 者 : 山口　保さん
	 展示期間 : 2月26日（土）～ 3月2日（水）
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